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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 6月 13日 (2007.6.13)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ８ は 、 パ ル ス 受 付 許 可 時 間 に ノ イ ズ パ ル ス Ｐ Ｎ が 検 出 さ れ た 場 合 の 、 設 定 例 １ と 設 定
例 ２ に よ る 動 作 の 違 い を 示 す 。 こ の 例 で は 、 図 ８ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 正 規 の パ ル ス Ｐ ｎ

， Ｐ ｎ ＋ １ の パ ル ス 区 間 ｎ に お い て 、 パ ル ス Ｐ ｎ ＋ １ の 直 前 で ノ イ ズ パ ル ス が 発 生 し
て い る 。 こ の ノ イ ズ パ ル ス Ｐ Ｎ は 、 図 ８ （ ｂ ） の 設 定 例 １ に よ る 場 合 も 、 図 ８ （ ｄ ） の 設
定 例 ２ に よ る 場 合 も 、 パ ル ス 受 付 許 可 時 間 内 で 発 生 さ れ た た め 、 図 ８ （ ｃ ） 、 図 ８ （ ｅ ）
に そ れ ぞ れ 示 す よ う に 、 カ ウ ン タ ４ １ の カ ウ ン ト 値 は こ の ノ イ ズ パ ル ス Ｐ Ｎ で １ カ ウ ン ト
ア ッ プ さ れ て い る 。 ま た 、 図 ８ （ ｂ ） 、 （ ｄ ） に そ れ ぞ れ 示 す よ う に 、 こ の ノ イ ズ パ ル ス
Ｐ Ｎ の タ イ ミ ン グ で 、 次 の パ ル ス 受 付 禁 止 時 間 が 開 始 さ れ 、 正 規 の パ ル ス Ｐ ｎ ＋ １ は 除 去
さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ れ に 対 し 、 設 定 例 １ に よ る 場 合 は 、 パ ル ス 受 付 許 可 時 間 の 開 始 タ イ ミ ン グ は 常 に パ ル
ス の 発 生 時 点 で あ る の で 、 設 定 例 ２ に よ る 場 合 の よ う な パ ル ス 受 付 禁 止 時 間 終 了 タ イ ミ ン
グ の 延 長 分 の 蓄 積 が 生 じ な い 。 そ の 結 果 、 正 規 の パ ル ス Ｐ ｎ ＋ ８ が 発 生 さ れ る 前 に パ ル ス
区 間 ｎ ＋ ７ の パ ル ス 受 付 禁 止 時 間 が 終 了 し 、 図 ９ （ ｅ ） に 示 す よ う に 、 正 規 の パ ル ス Ｐ ｎ

＋ ８ が 除 去 さ れ る こ と な く 正 し く カ ウ ン ト さ れ て い る 。 し た が っ て 、 定 常 速 度 で の 動 作 モ
ー ド 時 に 、 何 ら か の 原 因 で モ ー タ 速 度 が 上 昇 し た 場 合 に は 、 設 定 例 に 比 べ て 設 定 例 を
使 用 し た 場 合 の 方 が 、 モ ー タ 速 度 が 上 昇 し た 場 合 に カ ウ ン ト 誤 差 が 生 じ る 確 率 を 低 減 で き
る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ８ 】
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